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三

第３号様式（第１５条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
七
号
　
　
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

一
四

（
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
五
中
第
七
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

七

知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

当
該
木
竹
の
損
傷
の
方
法
及
び
規
模
が
、
損
傷
の
行
わ
れ
る
土
地
の
木
竹
の
生
育
状
況
に
照

ら
し
て
、
そ
れ
ら
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
。

八

知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
当
該
区
域
が
本
来
の
生
育
地
で
な
い
植
物
で
、
当
該
区

域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
指
定
す

る
も
の
を
植
栽
し
、
又
は
当
該
植
物
の
種
子
を
ま
く
こ
と
。

当
該
行
為
の
方
法
及
び
規
模
が
、
行
為
を
行
う
土
地
及
び
周
辺
の
土
地
の
区
域
内
に
お
け
る

自
然
環
境
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
。

九

知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
当
該
区
域
が
本
来
の
生
息
地
で
な
い
動
物
で
、
当
該
区

域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
指
定
す

る
も
の
を
放
つ
こ
と
（
当
該
指
定
す
る
動
物
が
家
畜
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
家
畜
で
あ
る

動
物
の
放
牧
を
含
む
。）。

当
該
行
為
の
方
法
及
び
規
模
が
、
行
為
を
行
う
土
地
及
び
周
辺
の
土
地
の
区
域
内
に
お
け
る

自
然
環
境
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
。

第
五
条
中
第
七
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

七
　
知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

宅
地
の
木
竹
を
損
傷
（
条
例
第
十
三
条
第
三
項
第
五
号
の
知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お

い
て
損
傷
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
す
る
こ
と
。

ロ
　
自
家
用
の
た
め
に
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

ハ
　
生
業
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

ニ
　
枯
損
し
た
木
竹
又
は
危
険
な
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

ホ
　
病
害
虫
の
防
除
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

ヘ

災
害
か
ら
の
避
難
、
災
害
復
旧
又
は
防
災
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
木
竹
を
損
傷
す
る

こ
と
。

ト
　
施
設
又
は
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

チ

環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五

年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
環
境
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
範
囲

内
で
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

リ

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

律
第
七
十
八
号
）
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
木
竹
を
損
傷

す
る
こ
と
。

ヌ

山
梨
県
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
三
十

四
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
許
可
に
係
る
木
竹
（
同
条
例
第
四
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
を
損
傷
す
る
こ
と
。

ル

土
地
又
は
木
竹
の
所
有
者
又
は
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者
が
そ
の

所
有
又
は
権
利
に
係
る
土
地
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
木
竹
を
損
傷
す

る
こ
と
（
土
地
又
は
木
竹
の
所
有
者
又
は
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者

の
同
意
を
得
て
行
う
場
合
を
含
む
。）。

ヲ

法
令
の
規
定
に
よ
る
検
査
、
調
査
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な

範
囲
内
で
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

八

森
林
の
整
備
及
び
保
全
を
図
る
た
め
に
知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
当
該
区
域
が
本

来
の
生
育
地
で
な
い
植
物
で
、
当
該
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
指
定
す
る
も
の
を
植
栽
し
、
又
は
当
該
植
物
の
種
子
を
ま
く
こ

と
。

九

知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
当
該
区
域
が
本
来
の
生
息
地
で
な
い
動
物
で
、
当
該
区

域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
指
定
す

る
も
の
を
放
つ
こ
と
（
当
該
指
定
す
る
動
物
が
家
畜
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
家
畜
で
あ
る

動
物
の
放
牧
を
含
む
。）
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

遭
難
者
の
救
助
に
係
る
業
務
を
行
う
た
め
に
犬
（
条
例
第
十
三
条
第
三
項
第
七
号
の
知
事

が
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）
を
放
つ
こ
と
（
条
例
第
十
三

条
第
三
項
第
七
号
の
知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
放
つ
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）。

ロ

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に

よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
動
物
を
捕
獲
す
る
た
め
に
犬
を
放
つ
こ
と
。

ハ

人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
に
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
並
び
に
自
然
環
境
保
全
上
の
問
題

を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
犬
を
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
目
的
の
た
め
に
放
つ
こ
と
。

●

警
察
活
動
、
狩
猟
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
活
動
の
た
め

●

野
生
鳥
獣
に
よ
る
人
、
家
畜
又
は
農
作
物
に
対
す
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

第
十
三
条
第
一
号
中
「
第
一
号
様
式
」
の
下
に
「
か
ら
第
一
号
様
式
の
七
ま
で
」
を
加
え
る
。

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（ ）１（ ）２



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
七
号
　
　
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

一
五

第１号様式（第２１条関係）



第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
六
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
七
号
　
　
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

一
六


